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会 議 要 旨 
 

【進行：事務局】 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

【会長】 

本日は、丹波市農業農村振興協議会の開催をご案内申し上げましたところ、委員の皆様方

には、大変お忙しい中、ご出席を賜り誠にありがとうございます。平素は、丹波市の農業振

興につきまして、それぞれの立場で、ご理解、ご尽力を賜り、心から感謝を申し上げます。

さて、丹波市における農業・農村振興については、市の「農業・農村振興基本計画」、兵庫

県策定の「ひょうご農林水産ビジョン」及び「丹波地域アクションプラン」、ＪＡ丹波ひか

み策定の「ＴＡＰ(タップ)21」に基づき関係機関が協力しながら各種の施策を展開していた

だいているところでございます。 

 本協議会では、市の計画及び施策について協議いただくとともに、丹波市の農業・農村の

目指すべき方向性を共有し、関係機関が一体となって施策を展開していくための場でもあり

ます。今年は、５年ぶりに国内の最高気温が柏原で更新されるなど全国的な猛暑が話題にな

るとともに、記録的な少雨による農業用水の不足から稲が枯れるなど米の収穫量に影響を及

ぼしており、その他黒大豆、小豆など丹波市産の多くの農産物についても影響が懸念されて

いるところです。当市の農業・農村振興における課題は、担い手の減少と高齢化による労働

力不足に加え、近年は特に気候変動による農産物の品質低下や収量減少、さらに農業生産資

材の価格上昇といった懸念も増しています。このように農業を取り巻く環境は変化し、ます

ます厳しさが増していると感じております。このような状況に対応するためには、長期的な

視点に立った施策に加え、昨今の異常気象への対応など早急に展開すべき施策も必要ですの

で、忌憚のないご意見、ご提案を賜りますようお願いを申し上げまして、甚だ簡単ではござ

いますが、開会のご挨拶とさせていただきます。 



３ 委嘱書の交付 

【事務局】 

本協議会委員の任期は令和６年 11月１日から令和８年３月 31日までとなっております

が、丹波農林振興事務所長が異動により河野様が着任されております。丹波市農業農村振興

協議会設置要綱第４条ただし書きにより、補欠の委員の任期は前任者の残任期間となってい

ることから、河野様には令和８年３月 31日までの任期で市長から委嘱させていただいてお

ります。 

 

４ 委員紹介 

事務局より紹介 

 

５ 協議事項 

  ・丹波市農業・農村振興にかかる重点項目について 

   １ 丹波市農業・農村振興基本計画の次期計画について 

２ 計画目標の進捗と実現に向けた事業展開について 

①担い手の育成・確保 

     ②特産物振興 

     ③環境創造型農業（環境にやさしい農業）の推進 

     ④遊休農地対策 

     ⑤有害鳥獣被害対策 

 

  ～資料について事務局より説明～ 

 

【事務局】 

それでは委員の皆様、忌憚のないご意見等をお願いします。 

 

【委員】 

３ページの認定農業者の数字ですが、令和６年度と同等の数字を目標値ということです

が、もっと上を目指すべきではないかと思います。 

 

【事務局】 

増やすことを目指していきたいところですが、状況としては高齢化により更新を断念され

る方があります。若い方の新規の認定もありますが、辞められる方の方が多いというところ

で、現状を維持していきたいと考えています。 

 

【委員】 

この協議会が、産業経済部の所管というのが大きいと思いますが、建設部が所管する基盤

整備についての記述が非常に少ないように思います。重点項目についても、遊休農地対策の

中で基盤整備について触れているが、遊休農地だけでなく、耕作されている農地でもポンプ

や井堰の老朽化で水の供給が賄えなくなってきているところが出てきているという実態があ

ります。 

先日、ゴム堰を全部更新する必要があるが適当な事業がないということで相談に来られま

した。国庫補助事業の中で、低負担でできる事業がほとんどない中で、農地をどのように保

全していくのかという議論になってくる。丹波市として、どのように水の供給を手当するの

かという観点も入れていただければ、土地改良事務所としてはありがたいと思っています。

事務所としては農業用施設の更新というのを目標にしていますので、遊休農地の対策の中で

はなく、重点項目として挙げていたただけるとありがたいです。 

 



【事務局】 

農業農村振興基本計画の中では基盤整備についても記載しており、重点項目の中ではあげ

ておりませんが、（１）担い手の育成・確保において、基盤整備がかなり重要となってくる

と思っております。 

建設部の農地整備課が土地改良事業については進めているところです。昭和 50年から 55

年ぐらいに多く基盤整備が実施されてきた中で、施設の老朽化ということで地域から水路や

ポンプの更新等についての相談については、その地域に合った補助メニューを提案している

ところです。施設についてはまだ取り組みやすい状況にあるとは思いますが、基盤の面的な

ものについては地権者等の合意形成が進んでいかないという状況です。そうした中でも現在

進めている地域計画においても、地域の皆様が、それぞれ課題を乗り越えて、合意形成が進

むように話し合いを進めていきたいと思っております。 

 

【委員】 

基盤整備はまとめるまでに時間がかかるものですが、地域合意に至るまでにポンプの耐用

年数を迎えてしまうということで、ポンプだけを先に直さないといけないところがあるよう

に思います。再整備はハードルが高いが再整備までの繋ぎとして、施設の整備というのは、

ある程度のロットで考えて、市の中で全体的に考えていただけるとありがたいと思います。

面的な再整備は、丹波篠山市よりも整備時期が遅いので区画は割と大きくできていると思い

ます。ただ、ポンプとか井堰とか耐用年数が 30年・40年というものに関しては、もう過ぎ

ているところがたくさん出てきているので、その課題については土地改良事務所も一緒にな

って解決していきたいと思っています。 

 

【事務局】 

農地整備課から聞いているところでは、ポンプの更新などの長寿命化は要望をしても順番

待ちが多いため、市単独事業であったり、多面的交付金の長寿命化を活用いただき地域の方

で持ちこたえるよう対応いただいているというふうに聞いております。 

 

【委員】 

施設の老朽化に加え昨今の電気代の高騰についても、古いポンプのため効率が悪く電気代

が高いというのもあります。農家が困っているのは事実ですが、それ以上に更新するとなる

と莫大な費用がかかってきます。その負担を考えると消極的になってしまう事実がありま

す。地域計画を策定する中で農地の担い手を話し合う際に、担い手は先を見ておられるの

で、施設の更新を進めていけるような話し合いや、地元負担に対する支援といったものにつ

いても行政側で少し考えていかないといけないかと思います。 

 

【委員】 

担い手や後継者というと認定農業者や集落営農、新規就農者といわれるが 2haや 3ha作っ

ている小規模な農業者のことがあまり書かれていない。小規模農家のグループに対する機械

補助が新設されたが、田植えなどはみんな同じ時に作業するので共同で使うのは難しいので

はないか。 

 

【事務局】 

この支援を作るにあたっては、農業委員会からの意見書でも小規模農家への支援について

意見をいただいておりました。今年度実施してきて、すでに５件の申請実績があります。利

用方法など調整されて申請いただいているので、それなりに活用いただけていると考えてお

ります。 

 

 



【委員】 

私どもの集落では 40年ほど前に基盤整備して、その時に集落で６条植の田植え機を導入

しました。集落で４割の人が参加し、集落の６割の面積を耕作していた。３年後には集落全

体をその乗用田植え機で全部植えるようになりました。その後も機械の更新を重ねてきてい

ます。それをみて川の反対側の集落でも 18haほどですが１台の田植え機でやるようになっ

た。ゴールデンウィークに一斉にと言われるとできないが、４月 20日頃から５月 20日頃ま

での期間で順番に植えていくと１台でもやっていける。やり方などについても指導するなど

して、できるだけ機械設備への投資を減額していって、有利な農業を営めるように指導され

ると良いと思います。 

 

【事務局】 

小規模グループ支援に申請されたグループの中には、純粋に共同利用するというグループ

だけでなく、２haほどを耕作している農家と機械をもっておらずその農家に稲刈りなどを

委託している農家がグループを作って、中心となる農家の機械更新をしていくという使い方

もされています。委託先の農家が機械更新できず離農するようなことになれば、委託してい

た農家の離農にも繋がってしまいます。中心となる農家も受託作業を受けることで収益基盤

の強化にも繋がると考えています。今年から始まった事業のため、機械も高額ですのでお金

の都合もありますので、来年はもっと申請実績が伸びると思いますし、伸びるよう広報して

いきたいと考えています。 

 

【委員】 

地域計画を策定するといろいろと補助金の対象になるという話であったが、地域計画を作

っても、全額補助で事業ができるわけではありませんよね。 

 

【委員】 

地域計画を定めていることが補助の要件となる事業が増えてきています。 

 

【委員】 

補助を受けて事業をするにしても、大きな地元負担が生じるのであれば、地域計画を作っ

ても意味がないという集落がある。そんな中で担い手をどう確保していくのかが１番の問題

ですね。国も地域計画が策定されている地域でも 10年後には 30％は耕作放棄地になると言

っている。問題は、地域計画の中でどうやって担い手を、後継者を確保していくのかの具体

策が必要である。頑張りましょうのスローガンだけでは意味がない。どうすればたくさんの

人が、若い人が農業をやろうとなるのか、それしかない。 

話は変わるが、このままいけば来年も水稲の作付けが増えていきますよね。米が農産物の

生産面積１番で、次に小豆です。ブランド農産物のメインは小豆ですが、小豆の栽培面積が

減少していっている。小豆のブランドが消滅してしまうと心配している。 

 

【事務局】 

委員が言われたとおり丹波市は米に次いで丹波大納言小豆の栽培面積が多いです。代々の

生産者が地域で培われてきたブランドで、丹波市ブランドの筆頭です。米の生産量が増えた

影響もありますが、令和７年の作付けは現時点の集計で 181haとなっており、令和６年度か

ら 60ha減っています。そういった中で小豆については、まず種子助成があり、作業委託へ

の支援があります。また、水田活用の補助金で、小豆については 10a当たりの単価を２万

5000円に設定しています。そういった市からの支援に加え、JAでは種子助成や肥料に対す

る支援を行われています。県では少雨対策として、ほ場に畝の水分センターを設置して、ど

ういった原因で、去年の凶作があったのかという調査を普及センターと JAが協力して実施

しています。こういった他の作物に比べ手厚い支援をして、小豆の作付面積を維持、また拡



大を図っていく取組を行っているわけですが、それでもこの先大丈夫なのかと危惧している

ところです。 

 

【委員】 

米の値段が上がったということで、今年１反で 15袋とれたら JAの価格で 24万円にな

る。小豆で反 100㎏とれると、去年の平均価格 1,400円/㎏だと 14万円になる。この 10万

円の開きをどうするかという話にもなると思います。農協としては農家所得の向上を進めて

いかないといけない。そうなると小豆より米を作った方が儲かるという話になりますので、

いろんなことを考えていかないといけません。 

小豆のブランド化ということで言うと、実は小豆は転作作物で、転作で何か１番良いもの

がないかとなり、丹波市では昔から小豆栽培があったので小豆が広がったというのがありま

す。私の個人的な思いですが、農家はまだ転作作物っていう感覚なんですね、ブランド品目

という感覚がないと思います。そのあたりの意識を変えていくこともできないかなと思って

います。 

 

【会長】 

来月実施する道の駅祭でも、これが丹波大納言小豆ですよ、北海道の小豆と比較してこん

なに違うんですよと見せ、丹波の小豆はすごいなと言ってもらえるようにしていきたい。そ

れだけのポテンシャルを持っていると思っている。 

 

【委員】 

小豆については県でも、高温少雨への対応として試験研究課題にとりあげております。昨

年度からプレ試験として始めている土壌水分センサーの設置等、今年は 9項目の試験ほ設置

をしており、きっちり数値化しながら進めていきます。また、小豆の栽培方法も大規模農家

と小規模・中規模農家でそれぞれ違うので、規模に応じた栽培方法の検討もしていくといい

のではないでしょうか。機械化についても、農協では色彩選別機の導入など小規模農家の負

担軽減など進めていただいているので、引き続き農協、市と一緒に考えていきたいと思いま

す。 

それから、新規就農の方については野菜栽培で就農を考えられる方が多いが、資料の中に

あったポータルサイトにおいて営農プランを掲載していこうとされています。ブランド特産

物である小豆を取り入れた営農プランも入れていただいたらなと思います。実際、新規就農

で６次化にも取り組んでおられる方もあると思いますので、そういった紹介をしていただき

ながら、小豆の振興も新規就農の切り口でも進めていけたらいいかと思います。ポータルサ

イトを拝見すると、いろんな就農の仕方、こんな農業経営があるんだなというのがわかりや

すく発信されていると思います。 

あと、営農モデルプランの掲載のところで、丹波は実は若松やオミナエシなど花卉の産地

でもあり、市場でも高い評価を受けています。若松や小菊では専業で経営されているところ

もあり後継者も育っているが、それ以外の切り花や花木がどんどん減ってきているので、そ

ういった花木の営農プランを用意しておくことで、就農相談の時に相談者のヒントにつなが

っていけばいいなと思うので、そういった営農プランについても検討いただけたらと思いま

す。 

 

【委員】 

丹波三宝として小豆などが言われるが、若松も丹波市は有名で、全国の３大産地の１つで

すので、若松をもっとＰＲしてもいいと思う。 

 

【事務局】 

若松の３大産地の１つと認識しており、決して軽んじているわけではありません。小豆、



黒大豆などは口に入るものということで、それが加工品となって観光客の誘致にもつながっ

ていくと考えております。花卉・花木についても支援策を講じておりますが、もっと推して

いってはどうかというご意見については検討していきたいと思います。 

 

【会長】 

若松の生産組合からは、毎年正月に市役所の玄関に飾っている門松をいただいている。若

い後継者の方がおられるので、産業として成熟してきていると思っており、ぜひ推していき

たい。 

 

【委員】 

農業の中でも、若松は後継者が育っている。子どもが跡を継いでいけるという形ができて

いる。 

 

【委員】 

水の問題に関してですが、水を張らない水稲栽培について兵庫県、あるいは丹波市の中で

やってみよう、広げてみようという取り組みはないですか。鳥取県では、100町歩ほどを３

人で作っていると聞いたのですが、水がいらなくなれば水問題はすべて解決ということにな

ると思いますがいかがですか。 

 

【委員】 

新しい技術や取組みがでてきていることは確かですが、水がいらない栽培を丹波地域でさ

れているところを私自身は把握をしておりません。 

 

【委員】 

青垣で３筆ほど作った人いるが、草ぼうぼうでした。 

 

【委員】 

乾田直播であとから水を張って栽培するというのを鳥取県で行われているのは聞いていま

す。収量もとれてきており、実績としても上がってきているようですね。 

 

【委員】 

全国的にはあちこちで取り組みをされているが、水の問題が少しでも助かるのではないか

と思いました。できればそういう研究もしていってもらう方が良いのではないかと思いま

す。それと、今年も高温の期間が長く続きました。田植えを４月 20日頃から１月ほどかけ

て行ったが、初期に田植えしたほ場の収量は割と良かったが、後半に田植えしたほ場では乳

白が多かった。 

３月に播種して田植えした農家もおられる。そういう工夫をされている農家もいるので、

そういった事例を調査して高温障害への対策を考えて欲しいなと思います。先日 TVのニュ

ースでも取り上げられていたが「コ・ノ・ホ・シ」という新しい品種が市場へ出荷されたと

ありました。新しい品種が開発されるまで 10年かかるといわれるが 10年も待っていられな

いというのが稲作農家の思いです。「コ・ノ・ホ・シ」を栽培している地域は、丹波よりも

南で少し暖かい地域になるので、丹波で作るとうまくいくのではないかと思うのですがどう

でしょうか。 

 

【委員】 

今年、市内で試験的に作っていますが、結果はまだこれから確認していく状況です。 

 

 



【委員】 

今年の小豆は９月に入って雨も降っており生育は良いと思います。去年の凶作を受けて、

今年は播種する前に水をあてて、その５日後ぐらいに播種されたところがあるが、そこでは

初期から生育が良いと聞いています。土壌中に水分が十分含まれていて、初期成育の段階に

水分が十分確保できたからではないかなと思っています。 

 

【事務局】 

小豆の話がでましたが、去年は凶作ということで収量が少なかったところに、米価の高騰

の影響を受けて小豆の作付面積が減っている状況になっており、市としてもたいへん危機感

を持っております。今年度 180haで昨年度から 60ha減っている状況で、さらに来年度減少

してしまうとブランドとしての存在が危ぶまれる状況ですので、来年度に向けて支援をして

いかなければならないと考えており、JAと市でタッグを組んで進めていきたいと考えてお

ります。 

 

【委員】 

米価が上がっているため水稲に切り替えるということになると、価格差しかないと思いま

す。価格差をどう埋めるのか。そもそも小豆は転作奨励として交付金が手厚くされているに

もかかわらず、さらにその上に手厚い支援をしていかないと、なかなか小豆の作付けにつな

がらないという状況で具体的に何をするかというところは、JAや県と一緒になって考えて

いかないといけないが、価格の面しか考えられないと思うが、事務局として何か考えておら

れますか。 

 

【事務局】 

農家は収入見込みを考えて作付計画を立てられると思いますので、やはり米価と小豆の収

入の差を埋めることが第一だと考えます。例えばではありますが、作付面積に応じた支援金

が考えられます。昨年は応援金として栽培面積に対して支援を行いましたが、面積を拡大し

ていこうとする方に対する支援が１つの手法ではないかと思います。また、それ以外の方法

も広い視点に立って、次期作物の作付計画を立てられるまでに何らかの策を早いうちに打ち

出していきたいと検討しているところです。 

 

【委員】 

時期作物の計画となると、1月・2月ですね。 

 

【事務局】 

仮計画書の配布が 12月末ですので、1月上旬には情報を発信していきたいです。 

 

【委員】 

それは近々にやらなければならないことですので、JAも一緒になっていきますが、それ

と合わせて長期の視点で農家のプライドの醸成といったことも同時にやっていかないと思い

ます。 

 

【事務局】 

農家の中には、特定の作物をずっと作っておられる方がいますが、それはその方のブラン

ド意識だと思いますので、どうすればブランド意識を醸成していけるのかといったことも分

析をしているところです。 

 

【委員】 

転作作物の奨励金について、来年度は今まで通りと考えていいのでしょうか。 



【事務局】 

令和８年度は今の事業スキームで行われ、令和９年度に大きく変わるという情報を聞いて

います。 

 

【委員】 

農業者は制度がどのように転換されるのか不安に思っています。米は 100％自給ができる

ようにすべきもので、いわゆる市場原理によって価格が形成される対象物ではないと私は思

っている。昔の食管法のような制度をもう一度作って、必要なものは国内で生産していく状

態にしていかないと、海外でも米は生産されているが地球規模で食料需要が高まったときに

必ずしも日本へ売ってくれるとは限らない。輸入できない状況が来るかもしれない。そうな

ると主食である米は何とか自給しないといけない。そうすると米の価格は今程度を維持しな

いと生産者は経営していけない。１万 4000円ぐらいでは、なかなかやっていけない。機械

を持っているからやれるが、機械設備を更新してでもやっていこうと再生産に繋がるような

経営にしていくということになると、今年の価格ぐらいを維持していかないといけない。そ

うしないと新たな生産者もでてこない。 

 

【事務局】 

令和９年度については、国から米に対するなんらかの手だてもあるのではないかと考えて

いますが、新しい情報が入り次第随時情報発信していきたいと思います。 

 

【委員】 

地域計画の話に戻るのですが、丹波市の場合は、県下でも集落数がトップクラスに多いと

いうことで、市も苦労されて策定を進められていると思います。まだ策定ができていないと

ころがあるということで県でもどういうやり方がいいのか検討しながら市と協力して進めて

いきたいと思います。地域計画が補助の前提条件になってきていまして、新しい農業者が入

ってきてくれるときも、地域計画ができているところとできていないところがあると、やっ

ぱりできているところに入ろうとなると思う。新しい担い手を呼び込むという意味でも、地

域計画は非常に大事だなというふうに思っています。 

また、経営継承については、九州ではすごく進んでいまして、まだ元気なうちから将来を

見据えて県とか行政全体で経営継承をサポートする仕組みを構築している状況です。兵庫県

ではちょっと遅れている形になっていますが、今年度から経営継承専門員を設置して、どん

どん経営継承がうまくいくように県下の情報を集めながら進めようと動いておりますので、

次期計画に反映していただけたらと思っています。 

県の方でも、ひょうご農林水産ビジョンの見直しを行っており、今年度の２月議会にかけ

て、３月に策定・公表ということで動いております。次のビジョンで新しい要素として、産

業施策と並行して農村振興施策を行っていくことを加えています。昔は農業が元気でしたの

で、農業が元気であれば農村も元気という形でしたが、最近は農業の元気がなく人口減など

もあって農村も機能しなくなってきています。農村を元気にしないと農業もできないという

逆転の状態に日本全体でなってきていますので、農村でも例えば複数集落で協調しながら大

層なものでなくても経済的なビジネスみたいなことをするとか、或いは農地保全とか、生活

扶助みたいなことも一緒になって複数集落でやるような仕組みも全国的に徐々に高まってき

てます。県でもそういう要素を入れていますので、市の次期計画にも入れていただければと

思います。 

あと、６次産業化や関係人口の創出など観光や商工業のプランと一体的に計画策定を進め

られるということですが、丹波市では特産品も様々なものがあり、加工や観光でも立地的に

すごく有利な場所にありますので、すごく理にかなった計画策定の方針だと思います。 

 

 



【会長】 

それでは最後に、本日ご議論いただきましたうち、丹波市農業農村振興基本計画の時点修

正及び令和９年度の目標設定については、協議会設置要綱第６条第２項の規定に基づき、表

決を行いたいと思います。ご異議はございませんか。 

 

【各委員】 

異議なし 

 

【会長】 

異議なしと認め、丹波市農業・農村振興基本計画の時点修正及び、令和９年度の目標値設

定については、決しました。委員の皆様ありがとうございます。 

 

６ 閉会 

【委員】 

本日、副会長である組合長が所用で欠席しておりますので、代理で閉会のあいさつをさせ

ていただきます。まずは慎重審議ありがとうございました。 

米の値段についても多く話がありましが、農協としましてはやはり再生産可能な価格、農

家が儲かる価格を維持していきたいと考えております。いろいろとバッシング等もあります

が、農協は農業者を代表する団体ですので、農業者のためになることをどんどんしていきた

いと思っております。今後とも、行政と協力しながら丹波市の農業振興を図っていきたいと

思いますので、今後ともご協力よろしくお願いします。本日はお疲れさまでした。 


